
第６回タウンミーティング（地域自治会等意見交換会議） 議事要旨 

日時：平成 30 年７月 26 日（木）午後７時～午後８時 30 分 

場所：東佐井寺地区公民館 大会議室 

対象中学校区：佐井寺中学校（連合自治会区域：佐井寺、五月が丘） 

参加者数：19 名 

 

 

会議冒頭、市長より中核市への移行等、吹田の現状について説明をした後、自由な

意見交換を行った。 

市民意見・市の回答 

五
月
が
丘 

北大阪の地震に関して、東佐井寺小学校のプールにあるブロック塀が先日やっ

と壊されたが、その間、危険だということでプールが使えず、臨海学習を控えた

６年生は佐井寺小学校のプールを借りに行っていた。この一連の対応についてお

伺いしたい。 

市
長 

日本中でブロック塀を壊し始めたということもあり、壊す業者が不足してい

た。地震が発災した週のうちに 12 校の対応はしたが、前述の理由と優先順位の

関係から、念のため近づかないようにという対応になった。御迷惑をおかけした。 

五
月
が
丘 

 子供の学習環境について、小学校や中学校の普通教室にはクーラーが設置され 

ているが、特別教室には設置されていない。太陽の広場で使うこともあるので、 

特別教室にもクーラーを設置していただきたい。 

市
長 

優先順位の問題で、使用頻度の低さによって後回しになったのではないか。全

国的な課題であるので、解決に向けて動き出すと思う。 

五
月
が
丘 

１ ボランティア活動について、無償の範囲を柔軟に考えるという有償ボランテ

ィアが出現してきているが、実費の弁償は考えられるのかお伺いしたい。 

２ 10 月に公民館で催される文化祭について、喫茶コーナー等で出る利益はあ

る程度容認していただけるのか。 

市
長 

１ 私たちの礼儀の問題だと思う。公共的なことを支えていただいているので、

何かの制度でお金を出す必要があると思う。議論を始めないといけない。 

２ さらに来る人をふやすために、翌年にその利益を回すのであればいいのでは

ないか。 

五
月
が
丘 

ボランティア活動の精算の項目に交通費がなく、個人持ちになっているのでは

ないかという懸念がある。交通費も項目に追加することを検討していただきた

い。 

市
長 

地域の活動なので、交通費という発想がなかったのではないか。検討しておく。 



五
月
が
丘 

１ 一般企業では、安否確認をメールで行い、自動的にチェックするシステムを

導入しているところがある。市もこういったシステムの導入を検討していただ

きたい。 

２ 市のホームページに、各連合自治会の方が情報を掲載し、いろいろな地域の

状況がわかるシステムの導入を検討していただきたい。 

３ 要援護者について、ことし３月に市と協定を結び、要援護者と面談をしてわ

かったが地域のボランティアで対応できるレベルではない。有事の際は、病院

に行くしかないという方もいるが、市として、こういった方を把握するための

カードを発行するといったことを検討していただきたい。 

４ 数年後に中消防署がなくなるとのことだが、その施設を高齢者が集まれる場

所として活用していただきたい。 

市
長 

１ 地道に地域での人間関係を広げていくしかないと思う。 

２ 行政が、地域から上がった情報が本当かどうかの精査をしないといけない。

１つ目にも共通するが、IOT で 10 年以内に解決できるかと思う。 

３ 障がい者病院というのを関西大学でやろうと考えており、国土交通省と交渉

をしながら議論を進めているところである。 

４ 新しい消防署をつくるための原資として売却する。 

五
月
が
丘 

１ 大阪府に頼らず自分のことは自分でするという姿勢は重要である。一人一人

の郷土意識も高まると思うので、中核市移行をこのまま進めていただきたい。 

２ 市民病院から上がったところにある行き止まりの道路は今後どうなるのか。 

３ 吹田市の道路は、行き止まりや突き抜けのできない道路が多い。少なくとも

３ヶ所くらいは迂回できるような道路づくりをしていただきたい。 

市
長 

１ 私も同じ考えである。中核市移行に伴い実務的な問題などいろいろあると思

うが、そこはしっかり解決したい。 

２ 突き抜ける予定である。 

３ 福祉レベルがどんどん下がる社会で、どこにお金を使うかは判断のいるとこ

ろである。道路をつくるのに多額のお金が必要となるため、歩行者を守る道路

であればつくるが、交通利便性が増すような道路は考えさせていただきたい。 

佐
井
寺 

１ 千里山の図書館の前の交差点について、以前、信号か看板を設置するよう市

に要望し、担当の方にも現場に来ていただいたが、未だに改善されていないの

で、対応していただきたい。 

２ 北大阪の地震に関して、地域内には、いつ倒れてもおかしくないブロック塀

がある。自治会として声掛けをしたところもあるが、所有者が対処しないとい

けないのではないか。 

３ 大地震が起こったときは誰が面倒を見るのか。また市の応援はあるのかなど

を教えていただきたい。 

４ 家の敷地内に井戸があり、近隣の方に配慮して夜中に農作物に水やりなどを

しているが、その都度隣のマンションの方から匿名で苦情が寄せられる。市の

職員から、有事の際は、近隣の方に井戸水を提供していただきたいと言われて

いるが、匿名で苦情を言う人に水をあげるのかと思うと腹立たしい。 



市
長 

１ 今まさに対応している最中である。 

２ ブロック塀の除去等に対して補助金を出すことを検討しており、内容が固ま

り次第、近々発表できると思う。 

３ 職員も被災するので、発災後すぐに行政の手は届かない。基本は市の職員で

はなく、地域で対応していただくことになる。今回、自主防災組織がうまく機

能していないところがあり、行政から完全に切り離して訓練しなければならな

いと反省した。 

４ 吹田では農業がしにくくなっている。遠回りになるが、農業教育や食育等に

力を入れる必要があると思う。 

五
月
が
丘 

北大阪の地震に関して、高槻や茨木等の情報はテレビですぐに確認できたが吹

田の情報は全然見つからず、中には吹田は大丈夫だと思われている方もいた。市

は情報を出していなかったのかお聞きしたい。 

市
長 

テレビで流れている情報は、市が出しているものではない。地震発災後、市と

してはホームページのほかに、コールセンターの開設も行った。また、吹田市の

Twitter を作成し、何かあればすぐに情報が出るようにしている。今後は、自治

会の中に情報担当を置き、情報を拡散するような体制をつくっていただきたい。 

 

 


